
　

日
本
は
世
界
に
先
駆
け
て
の
少
子
高
齢
化
大
国
で

あ
り
、
そ
の
要
因
の
１
つ
に
晩
婚
化
に
よ
る
妊に

ん

孕よ
う

力り
ょ
く（
妊
娠
す
る
力
）の
低
下
、
不
妊
カ
ッ
プ
ル
の
増
加

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
女
性
の
妊
娠
・
出
産
に
は
年

齢
と
い
う
大
き
な
壁
が
あ
る
も
の
の
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
が
難
し
い
場
合
、
ど
う
し
て
も
結
婚
や
妊
娠

を
先
延
ば
し
に
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
に
は
、
政
府
お
よ
び
企
業
か
ら
の
金
銭

的
支
援
・
休
暇
制
度
の
支
援
お
よ
び
社
会
の
認
識
の

変
化
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
が
、
我
が
国
は
先
進
国

の
中
で
も
こ
の
領
域
で
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
仕
事

と
妊
娠
・
出
産
お
よ
び
子
育
て
と
の
両
立
が
必
要
不

可
欠
だ
が
、
そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
は
充
分
に
可

能
で
あ
る
。

我
が
国
の
少
子
化
の
状
況
お
よ
び�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
考
え
る

　

我
が
国
の
出
産
を
巡
る
デ
ー
タ（

注
）を
検
証
し
て
い
く

と
、
20
歳
代
の
出
産
数
は
１
９
９
５
年
を
境
に
、
30

歳
代
の
出
産
数
も
２
０
１
５
年
を
境
に
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
す
る
と
と
も
に
、
出
産
年
齢
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
未
婚
率
も
上
昇
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
に

は
50
歳
の
男
性
が
26
・
７
％
、
女
性
は
17
・
５
％
で

あ
る
。
ま
た
、
第
２
子
以
降
の
出
産
を
巡
る
興
味
深

い
デ
ー
タ
と
し
て
、
休
日
に
お
け
る
夫
の
家
事
育
児

参
加
時
間
と
第
２
子
以
降
の
出
生
状
況
の
相
関
を
見

る
と
、
育
児
参
加
を
し
な
い
場
合
が
９
％
、
夫
の
育

児
参
加
２
〜
４
時
間
の
場
合
が
54
・
７
％
、
６
時
間

以
上
の
場
合
は
84
・
５
％
で
第
２
子
が
誕
生
し
て
い

る
。
第
２
子
以
降
の
出
産
に
は
男
性
の
育
児
参
加
が

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
な
ど

も
、
少
子
化
対
策
の
一
助
と
な
る
可
能
性
が
十
分
に
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特集 企業におけるジェンダー・ダイバーシティ
─リーダーの本気度を問う

あ
る
。
一
方
、
女
性
の
社
会
進
出
と
出
生
率
に
つ
い

て
、
半
世
紀
前
ま
で
は
女
性
の
労
働
力
率
が
高
け
れ

ば
出
生
率
が
低
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
政
府
、
自
治

体
の
施
策
や
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
両
立
は
可

能
と
な
っ
て
き
た
。

　

他
方
、
コ
ロ
ナ
渦
に
お
い
て
は
、
特
に
女
性
に
社

会
的
影
響
が
強
く
出
て
お
り
、
正
規
雇
用
者
の
大
幅

減
少
、
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
の
増
加（
前
年
比
１
・
６
倍
）、

自
殺
者
増
加（
前
年
比
９
３
５
人
増
、
男
性
は
同
23

人
減
）な
ど
が
認
め
ら
れ
、
女
性
活
躍
・
男
女
共
同

参
画
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

海
外
に
お
け
る
不
妊
治
療
に
対
す
る�

政
府
、
自
治
体
や
企
業
の
支
援

　

不
妊
治
療
や
未
受
精
卵
凍
結
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
る
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
２
０
２
０
年

１
月
か
ら
、
全
て
の
大
手
保
険
会
社
に
対
し
、
不
妊

症
と
医
学
的
に
診
断
さ
れ
た
患
者
の
体
外
受
精
を
最

大
３
周
期
ま
で
保
険
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
た
。
医
原
性
の
精
子
凍
結
保
存
や
卵
子（
未
受
精
）

凍
結
も
含
ま
れ
る
こ
と
、
不
妊
治
療
に
お
い
て
は
提

供
精
子
、
未
婚
女
性
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
カ
ッ
プ
ル
も
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
実
に
米
国
ら
し
い
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
10
年
以
上
続
い
た
代
理
懐
胎
禁
止
を
解
除

し
、
条
件
付
き
で
代
理
出
産
も
認
め
る
よ
う
に
シ
フ

ト
し
て
い
る
。

　

民
間
で
は
２
０
１
４
年
ご
ろ
か
ら
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
を

筆
頭
にY

ahoo!

、Intel

な
ど
の
企
業
が
、
不
妊
治

療
や
未
受
精
卵
凍
結
に
対
し
て
、
福
利
厚
生
と
し
て

有
給
休
暇
や
補
助
金
を
提
供
す
る
動
き
が
活
発
と
な

り
、
現
在
で
は
従
業
員
２
万
人
以
上
の
米
国
企
業
の

お
よ
そ
半
数
が
不
妊
治
療
に
対
す
る
補
助
を
実
施
、

う
ち
19
％
の
企
業
で
は
卵
子
凍
結
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
る（M

ercer

「2021 Survey on Fertility 
Benefits

」）。
こ
の
よ
う
な
自
治
体
や
企
業
に
よ
る

後
押
し
も
あ
り
、
米
国
で
は
年
間
１
万
５
０
０
０
件

以
上
の
未
受
精
卵
凍
結
が
行
わ
れ
、
若
い
女
性
が
将

来
の
妊
娠
・
出
産
に
備
え
安
心
し
て
働
け
る
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
る
。

我
が
国
に
お
け
る
不
妊
治
療�

（
体
外
受
精
）の
現
状
と
展
望

　

我
が
国
の
不
妊
治
療（
以
下
、
体
外
受
精
）実
施
数

は
世
界
第
１
位
で
あ
り
、
第
２
位
の
米
国
に
比
較
し

て
も
約
１
・
６
倍
の
周
期
数
に
な
る
。
こ
の
背
景
に

は
、
妊
娠
を
望
み
体
外
受
精
を
受
け
る
女
性
の
平
均

年
齢
が
高
い
こ
と
か
ら（
米
国
の
33
歳
に
対
し
日
本

は
40
歳
）、
治
療
成
績
が
思
わ
し
く
な
い
た
め
、
同

じ
カ
ッ
プ
ル
が
複
数
回
治
療
を
受
け
て
い
る
と
い
う

事
実
が
あ
る
。
な
お
、
２
０
１
８
年
に
は
治
療
周
期

数
も
頭
打
ち
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
９
月
、
私
は
菅
義
偉
首
相（
当
時
）か

ら
不
妊
治
療
に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
、
助
成
制

度
の
現
状
お
よ
び
実
際
の
費
用
負
担
も
含
め
て
説
明

を
し
た
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
個
人
的
な
意
見
と
し
て
、

①
助
成
金
額
の
拡
大（
初
回
30
万
→
40
万
円
、
2
回

目
以
降
15
万
→
30
万
円
）、
②
所
得
制
限
撤
廃（
そ
れ

以
前
は
夫
婦
合
算
で
７
３
０
万
円
以
下
の
制
限
）、

③
第
２
子
以
降
は
回
数
制
限
リ
セ
ッ
ト
と
い
う
提
案

を
行
っ
た
。
こ
の
直
後
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
菅
首
相
は
「
不
妊
治
療
の
公
的
助
成
拡
大
・
保

険
適
用
」
を
掲
げ
、
２
０
２
１
年
か
ら
は
助
成
に
関

わ
る
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
全
て
の
夫
婦
に
１
回

30
万
円
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る（
39
歳
以
下

は
６
回
、
42
歳
以
下
は
３
回
ま
で
）。
ま
た
、「
不
妊

治
療
へ
の
保
険
適
用
を
２
０
２
２
年
度
当
初
か
ら
実

施
」
す
る
と
し
た
政
府
方
針
が
加
え
ら
れ
、
現
在
議

論
が
進
ん
で
い
る
が
、
保
険
適
用
に
は
様
々
な
課
題

が
山
積
み
し
て
い
る
。

諸
外
国
の
公
的
補
助
お
よ
び
保
険
適
用

　

諸
外
国
を
見
る
と
、
条
件
な
ど
に
違
い
は
あ
る
が
、

不
妊
治
療
に
は
何
ら
か
の
形
で
公
的
保
険
が
適
用
さ

れ
る
国
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
２
０
１

６
年
に
助
成
金
の
年
収
制
限
を
撤
廃
、
２
０
１
７
年

よ
り
保
険
適
用
と
な
っ
た
。
44
歳
ま
で
は
新
鮮
胚
移

植
４
回
、
融
解
胚
移
植
３
回
ま
で
、
人
工
授
精
も
３

回
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
45
歳
以
上
は
自
己
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負
担
率
50
％
と
な
る
が
、
新
鮮
胚
移
植
３
回
、
融
解

胚
移
植
２
回
、
人
工
授
精
も
２
回
ま
で
追
加
で
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
社
会
保

険
制
度
で
不
妊
治
療
が
１
０
０
％
保
険
適
用
で
あ
り
、

42
歳
以
下
の
女
性
で
人
工
授
精
６
回
ま
で
、
体
外
受

精
４
回
ま
で
が
対
象
で
、
所
得
制
限
や
結
婚
要
件
は

な
い
。
英
国
で
は
、
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）

の
も
と
原
則
と
し
て
医
療
費
が
全
額
税
金
で
賄
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
子

ど
も
が
い
な
い
40
歳
未
満
の
女
性
の
体
外
受
精
３
回

ま
で
が
Ｎ
Ｈ
Ｓ
に
よ
る
経
済
的
支
援
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
。
豪
州
で
は
、
体
外
受
精
に
か
か
る
費
用
の

85
％
が
国
営
保
険
、
15
％
が
民
間
保
険
か
ら
払
い
戻

さ
れ
、
所
得
制
限
も
回
数
制
限
も
な
い
。
ド
イ
ツ
で

は
公
的
保
険
で
50
％
、
カ
ナ
ダ
は
州
に
よ
っ
て
は
１

０
０
％
賄
わ
れ
て
い
る
。

不
妊
は
予
防
で
き
る
か

─
将
来
の
妊
娠
・
出
産
に
備
え

安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る

社
会
環
境
を
目
指
し
て

　

日
本
で
は
、
若
い
世
代
の
性
教
育
に
お
い
て
も
、

生
理
や
妊
娠
、
不
妊
と
い
っ
た
話
題
が
タ
ブ
ー
視
さ

れ
、
不
妊
治
療
の
技
術
レ
ベ
ル
は
高
い
の
に
、
治
療

に
取
り
組
む
年
齢
が
遅
く
な
り
、
治
療
か
ら
出
産
に

結
び
付
く
確
率
が
他
国
よ
り
低
い
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
環
境
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
保
険

適
用
な
ど
制
度
が
仮
に
整
っ
て
も
、
不
妊
治
療
の
成

績
が
低
い
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
政
府
は
、
不
妊
治

療
に
関
わ
る
特
別
休
暇
の
付
与
を
条
件
と
す
る
中
小

企
業
向
け
の
助
成
金
ま
で
用
意
し
て
い
る
が
、
現
場

で
の
制
度
活
用
は
ま
だ
ま
だ
簡
単
で
は
な
い
。
人
事

院
で
は
、
国
家
公
務
員
が
不
妊
治
療
の
た
め
に
年
間

最
長
で
10
日
間
の
有
給
休
暇
を
取
得
で
き
る
制
度
を

新
た
に
創
設
し
、
２
０
２
２
年
１
月
か
ら
実
施
と
な

る
。
民
間
で
も
導
入
の
少
な
い
不
妊
治
療
の
休
暇
制

度
に
国
が
率
先
し
て
取
り
組
み
、
社
会
全
体
に
広
げ

る
狙
い
が
あ
る
よ
う
だ
。

生
殖
医
療
に
関
わ
る
新
た
な
技
術

─
Ａ
Ｍ
Ｈ
測
定
・
未
受
精
卵
凍
結

　

生
殖
医
療
分
野
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｈ（
抗
ミ
ュ
ラ
ー
管

ホ
ル
モ
ン
）測
定
で
卵
巣
内
の
予
備
能
を
把
握
す
る

検
査
や
未
受
精
卵
の
凍
結
な
ど
、
新
た
な
医
療
技
術

も
発
達
し
て
き
て
い
る
。
女
性
が
子
ど
も
を
持
つ
能

力
は
35
歳
か
ら
減
少
し
始
め
、
そ
の
傾
向
は
40
歳
を

超
え
る
と
よ
り
顕
著
に
な
る
た
め
、
現
時
点
で
は
妊

娠
や
出
産
を
予
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、
加
齢
に
よ

り
卵
巣
機
能
が
低
下
す
る
前
に
自
ら
の
卵
子
を
凍
結

保
存
す
る
未
受
精
卵
凍
結
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
将
来
、
凍
結
卵
子
を
融
解
し
て
使
用
す
る
際
に

は
体
外
受
精
と
な
る
が
、
胎
児
へ
の
安
全
性
の
心
配

は
な
く
、
ま
た
そ
の
際
の
治
療
費
用
が
保
険
適
用
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
女
性
が
自
分
の

体
と
向
き
合
う
き
っ
か
け
を
得
て
、
自
身
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
意
識
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
検
査
受

診
や
医
療
技
術
の
活
用
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　

女
性
一
人
ひ
と
り
が
き
ち
ん
と
し
た
知
識
を
持
ち
、

さ
ら
に
き
ち
ん
と
検
診
を
受
け
女
性
特
有
の
病
気
を

予
知
・
予
防
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
不
妊
を
あ
る
程

度
は
予
防
で
き
、
将
来
に
備
え
て
未
受
精
卵
の
凍
結

保
存
を
し
て
お
く
な
ど
の
対
策
に
は
、
政
府
お
よ
び

企
業
の
理
解
と
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。「
産
み
た

い
と
き
に
産
め
る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
不
妊
予
防
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
注
）

＊
母
の
年
齢（
５
歳
階
級
）･

出
生
順
位
別
に
み
た
出
生
数（
厚
生
労
働
省
）

＊
出
生
数
、
出
生
率
の
推
移（
内
閣
府
）

＊�

50
歳
時
の
未
婚
割
合
の
推
移（
厚
生
労
働
省
）

＊
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
24
か
国
に
お
け
る
女
性
労
働
力
率
と
合
計
特
殊
出
生

率（
内
閣
府
）
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